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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

除染更新後の再更新における耕うん⽅法及びカリ施⽤について検証した結果、耕起深 20cm 程
度の通常のロータリー耕及びプラウ耕により再更新を⾏っても、牧草中 137Cs 濃度は⾼まら
なかった。 

                                                
（１） 再更新は、ロータリー耕（以下ロータリー区）及びプラウ耕（以下プラウ区）により⾏

い、を⽐較した（表 1）。 
（２） 再更新施前の⼟壌深度毎の 137Cs 濃度のばらつきは⼤きかったが（表２）、耕うんにより⼩

さくなった（表 3）。 
（３） ロータリー及びプラウ耕ともに牧草中 137Cs 濃度は、各番草とも再更新により⾼まること

はなかった。また、カリ対策の実施によりさらに低下させることができた（図 1，2）。 
 
 
 
 
 

２ 期待される効果 

（１） 経年変化や雑草の侵⼊等により⽣産性が低下した牧草地を更新する際の参考となる。 
 
３ 活⽤上の留意点 

（１） プラウ耕では、耕起後ディスクハロー等により砕⼟を丁寧に⾏い、播種床の均質化を図
る。 

（２） 再更新後も、引き続きカリ施⽤による放射性セシウムの吸収抑制対策を実施する。 
（３） この試験は、畜産研究所（福島市、⿊ボク⼟、⼟壌中 137Cs（0〜15cm）：200〜

300Bq/kg）で得られた成績である。 
 



 

Ⅱ 具体的データ等 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
Ⅲ その他 
１ 執筆者 

國分洋⼀ 

２ 実施期間 

平成 30〜令和 2 年度 
３ 主な参考⽂献・資料 

なし 


